
徳
島
県
立
名
西
高
校
は
、
普
通
科
の
入

学
定
員
数
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
教
育
の
質
の
維
持
・
向
上
を

目
的
と
し
た
学
校
改
革
に
着
手
し
た
。

校
内
で
議
論
を
重
ね
、
生
徒
の
実
態
を

把
握
し
た
上
で
、「
育
成
し
た
い
６
つ
の

資
質
・
能
力
」
を
設
定
。
各
教
科
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
作
成
し
、６
つ
の
資
質
・
能
力
を
育
成

す
べ
く
、授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
運
用
が
軌
道
に

乗
っ
た
後
も
、目
標
と
指
導
と
評
価
の

一
体
化
に
向
け
て
、校
内
研
修
な
ど
を

通
じ
た
不
断
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

＃
目
標
と
指
導
と
評
価
の
一
体
化

＃
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
実
践
的
な
運
用

「育成したい６つの資質・能力」を意識した
指導と評価で、生徒の主体性を育む

徳島県立名
みょう

西
ざ い

高校

設
立	

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

形
態	

全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
、
芸
術
科
／

共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
１
０
０
人

２
０
２
２
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）

国
公
立
大
は
、
徳
島
大
、
鳴
門
教
育
大
、
高
知
大
、

愛
知
県
立
芸
術
大
、
京
都
市
立
芸
術
大
、
島
根
県

立
大
、
尾
道
市
立
大
、
広
島
市
立
大
、
高
知
工
科

大
に
９
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
大
東
文
化
大
、

女
子
美
術
大
、
京
都
女
子
大
、
同
志
社
女
子
大
、

大
阪
音
楽
大
、
近
畿
大
な
ど
に
延
べ
66
人
が
合
格
。

No.287

目標と指導と評価の一体化
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図１

　
２
０
２
３
年
度
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
徳
島
県
立
名
西
高
校
は
、
普
通

科
と
県
内
で
唯
一
の
芸
術
科
を
設
置
し
て

い
る
。
同
校
が
学
校
改
革
に
着
手
し
た
の

は
17
年
度
の
こ
と
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、

18
年
度
か
ら
普
通
科
の
入
学
定
員
数
が

１
１
５
人
か
ら
75
人
に
削
減
さ
れ
た
こ
と

だ
っ
た
。
生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、
教
師

数
も
削
減
さ
れ
る
中
で
、
い
か
に
教
育
の

質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う

課
題
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
、
有
志
の
教

師
に
よ
る
「
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
会
」

を
設
置
し
、
自
校
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。

　
当
初
は
、
当
時
行
っ
て
い
た
き
め
細
か

い
指
導
を
継
続
し
よ
う
と
、
限
ら
れ
た
教

師
数
で
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
を
実
現
す
る
方

法
な
ど
を
検
討
し
た
。
し
か
し
次
第
に
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
は
何

か
、
そ
れ
を
生
徒
が
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
ど
の
よ
う
な
指
導
を
す
れ
ば
よ
い
か
と

い
う
議
論
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

で
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
」

に
応
募
。
19
・
20
年
度
の
同
事
業
の
研
究

指
定
校
に
採
択
さ
れ
、
ま
ず
は
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に
着
手
し
た
。

　
19
年
度
、
同
事
業
を
推
進
す
る
組
織
と

し
て
、「
名
西
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」（
以
下
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
）
を
立
ち

上
げ
た
。
チ
ー
ム
の
運
営
の
中
心
を
担
う

数
人
の
教
師
以
外
は
メ
ン
バ
ー
を
固
定
せ

ず
、
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き
る
組
織
に

し
た
。
そ
し
て
、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
で
の
議
論
の
結

果
を
職
員
会
議
で
報
告
し
、
承
認
を
得
る

と
い
う
形
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ

た
。
企
画
課
長
の
多
田
和
也
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
で
は
、
日
頃
か
ら
授
業
や
生
徒

の
こ
と
な
ど
を
率
直
に
語
り
合
う
関
係
性

が
教
師
間
で
で
き
て
い
ま
す
。『
総
合
的

な
探
究
の
時
間
』の
検
討
な
ど
に
お
い
て
、

教
師
同
士
で
生
徒
の
課
題
や
あ
り
方
を
出

し
合
い
（
図
１
）、
Ｍ
Ｍ
Ｐ
で
は
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た
」

入
学
定
員
数
の
削
減
を
機
に
、

自
校
の
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
す

目標と指導と評価の一体化

企
画
課
国
際
交
流
担
当

田
中
由
子 

た
な
か
・
ゆ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
教

務
課
。
英
語
科
。

企
画
課
探
究
学
習
担
当
、

１
学
年
主
任

近
藤
幸
絵 

こ
ん
ど
う
・
さ
ち
え

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
教

務
課
。
地
理
歴
史
科
。

企
画
課
、
人
権
教
育
主
事

三
浦
真
美 

み
う
ら
・
ま
み

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
国
語

科
。

進
路
指
導
課
長

横
田
浩
一 

よ
こ
た
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
地

理
歴
史
科
。

企
画
課
長

多
田
和
也 

た
だ
・
か
ず
や

同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
数

学
科
。

校
長向井

佳
子 

む
か
い
・
よ
し
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

様
々
な
教
師
が
参
加
す
る
会
で

生
徒
像
や
今
後
の
課
題
を
議
論

1

目標設定に向けた現状把握

※学校資料を基に編集部で作成。

［前略］　計画の作成にあたっては、本校の実態
に即した本校なりの目標が必要です。その目標
をはっきりさせるために、先生方のご協力をいた
だきたいと思います。時間割の黒板に模造紙を
掲示し、３色の付せんを置いています。次の３つ
について感じることを、色分けして付せんに記入
し、模造紙に貼ってください。
❶青：生徒はまあまあできていると思われること。
❷ピンク：生徒はあまりできていないと思われる
こと。
❸黄色：生徒にこうなってほしいと望むこと。こん
なふうに成長させたいと考えること｡
※同じようなものがあっても貼ってください。同じも
のがたくさんあるのは大事なことということです。
※付せんが増えてきたら、同じようなものをグループ
にするなど、先生方で自由に貼り替えてください。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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Ｍ
Ｍ
Ｐ
に
は
毎
回
入
れ
替
わ
り
で
多
く

の
教
師
が
参
加
し
、
活
発
に
意
見
を
交
わ

し
た
。
そ
う
し
て
19
年
度
末
に
、「
明
日

に
輝
く
名
高
生
～
挑
戦
・
協
力
・
創
造
で

き
る
生
徒
の
育
成
」を
教
育
方
針
に
掲
げ
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
「
継

続
す
る
力
」「
探
究
す
る
力
」「
伝
え
る
力
」

「
協
働
す
る
力
」「
創
造
す
る
力
」「
つ
な

げ
る
力
」
の
６
つ
を
掲
げ
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
し
た
。
進
路
指
導
課
長
の

横
田
浩
一
先
生
は
、
こ
う
振
り
返
る
。

　「
議
論
を
通
じ
て
、
本
校
の
生
徒
は
真

面
目
で
素
直
だ
が
、
主
体
性
や
積
極
性
に

欠
け
る
と
い
う
課
題
を
教
師
間
で
共
有
で

き
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
が
、
社
会
的
な

こ
と
へ
の
関
心
の
幅
が
狭
く
、
社
会
と
結

び
つ
け
て
自
分
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
考

え
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
点
を
変
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
先
進
校
の
視
察
や
外
部
研
修
会
へ
の
参

加
を
重
ね
る
中
で
、
目
標
と
し
て
掲
げ
た

６
つ
の
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
む
こ
と

が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
証
は
、
従

来
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
だ
け
で
は
難
し

く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
よ
る
評
価

が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
20
年
度
に
、
大
学
教
員
を
講

師
に
招
き
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
評

価
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
教
師
対
象
の
校
内

研
修
を
実
施
。
各
教
科
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
着
手

し
た
。

　「
年
数
回
実
施
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
評
価
基
準
と
し
て
活
用
す
る
予
定

だ
っ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
す
が
、
日
々
の

授
業
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
到
達
度
を

測
る
指
標
と
し
て
も
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で
21
年
度
か
ら
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た
学
習
評
価
を
行

う
と
と
も
に
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
設
定
し

た
評
価
基
準
に
基
づ
い
た
授
業
設
計
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
多
田
先
生
）

　
し
か
し
、
21
年
度
の
授
業
改
善
は
、
停

滞
状
態
に
陥
っ
た
。
企
画
課
の
近
藤
幸
絵

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
た
も
の

の
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ど
ん
な
授
業
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
多
く
の
教
師
が
イ
メ
ー

ジ
を
持
て
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、

21
年
度
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
ほ
と
ん
ど

活
用
で
き
な
い
ま
ま
終
わ
り
ま
し
た
」

　
そ
こ
で
22
年
度
は
、「
育
成
し
た
い
６

つ
の
資
質
・
能
力
」
を
書
き
込
ん
だ
６
枚

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
全
ク
ラ
ス
分
用

意
し
、教
師
が
授
業
の
開
始
時
や
途
中
に
、

本
時
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の

カ
ー
ド
を
黒
板
に
貼
る
よ
う
に
し
た
（
写

真
）。
そ
し
て
、「
今
日
の
授
業
で
伸
ば
し

た
い
の
は
『
つ
な
げ
る
力
』
と
『
創
造
す

る
力
』
だ
か
ら
ね
」
な
ど
と
生
徒
に
伝
え
、

生
徒
が
目
標
を
意
識
し
て
授
業
を
受
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　「
そ
の
小
さ
な
工
夫
が
、
大
き
な
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
毎
授
業
、
生
徒
に

カ
ー
ド
を
示
す
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
教

師
は
必
ず
、『
今
回
の
授
業
で
は
、
６
つ

の
資
質・能
力
の
う
ち
、何
を
伸
ば
す
か
』、

『
そ
の
た
め
に
授
業
を
ど
う
組
み
立
て
る

か
』と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
ま
す
。カ
ー

ド
が
あ
る
こ
と
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
設

定
し
た
評
価
基
準
に
基
づ
い
た
授
業
と
は

ど
の
よ
う
な
授
業
な
の
か
を
考
え
、
そ
れ

を
実
践
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
近

藤
先
生
）

　
カ
ー
ド
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
生
徒
の
授
業
態
度
に
変
化
が
見
ら
れ

た
。
例
え
ば
、「
江
戸
幕
府
が
長
期
政
権

を
築
け
た
理
由
」
を
テ
ー
マ
と
し
、「
探

究
す
る
力
」
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
指
し
た

日
本
史
の
授
業
で
は
、
生
徒
は
教
師
か
ら

提
示
さ
れ
た
資
料
な
ど
を
基
に
、
他
の
幕

府
と
江
戸
幕
府
と
の
違
い
を
比
較
し
な
が

ら
、
そ
の
理
由
を
自
分
な
り
に
考
え
よ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

　「
カ
ー
ド
を
通
じ
て
授
業
の
目
標
が
示

さ
れ
た
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
が
こ
の
授

業
で
何
を
学
び
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
る

の
か
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

主
体
性
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
」（
近
藤

先
生
）

資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
た
め
、

全
教
科
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

伸
ば
す
力
の
カ
ー
ド
を
黒
板
に

貼
り
、目
標
を
生
徒
と
共
有

2

写
真

　「育
成
し
た
い
６
つ
の
資
質
・
能
力
」
の
中
か
ら
、

教
師
が
そ
の
授
業
で
育
成
し
た
い
力
の
カ
ー
ド
を
黒
板
に

貼
り
、
生
徒
に
示
し
て
い
る
。
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23
年
度
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
効
果
的

な
運
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
校
内
研
修
を
１

学
期
に
２
回
実
施
し
た
。
企
画
課
の
三
浦

真
美
先
生
は
、「
校
内
研
修
は
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
定
め
た
基
準
を
見
直
す
機
会
に

も
な
っ
た
」
と
語
る
。

　「
担
当
教
科
の
国
語
科
で
は
、『
継
続
す

る
力
』を
語
彙
力
で
評
価
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、生
徒
の
名
前
を

挙
げ
な
が
ら
科
内
で
議
論
す
る
う
ち
に
、

『
継
続
す
る
力
』の
レ
ベ
ル
を
語
彙
力
の

み
で
規
定
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な

い
と
い
う
考
え
に

至
り
、
評
価
基
準

を
改
善
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」

　
23
年
度
か
ら

は
、
年
度
初
め
と

学
期
末
に
、
各
教

科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
用
い
て
生
徒

が
自
分
の
資
質
・

能
力
を
自
己
評
価

す
る
こ
と
に
し
た
。

企
画
課
の
田
中
由

子
先
生
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「
生
徒
は
自
己

評
価
し
づ
ら
そ
う

で
し
た
。
そ
れ
は
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
文
言
が
ま
だ
抽
象
的
だ

か
ら
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、評
価
基
準
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
が
、

ど
の
場
面
で
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
か
を
、
さ
ら
に
具
体
的
に
示
そ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」

　
22
年
度
は
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

（
以
下
、観
点
別
評
価
）に
も
取
り
組
ん
だ

が
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
と
観
点

別
評
価
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
る
か
が
課

題
と
な
っ
た
。そ
こ
で
23
年
７
月
の
校
内

研
修
で
は
、教
科
ご
と
に
、「
育
成
し
た
い

６
つ
の
資
質
・
能
力
」を
、い
つ
、ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
３

観
点
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
を
話
し
合

い
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
加
え
た（
図
２
）。

そ
の
改
善
に
よ
り
、ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ

る
評
価
を
観
点
別
評
価
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。多
田
先
生
は
、「
今

後
も
運
用
し
な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

改
善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」
と
話
す
。

　
目
標
と
指
導
と
評
価
の
一
体
化
は
道
半

ば
だ
が
、成
果
を
感
じ
て
い
る
面
も
あ
る
。

　「
２
年
生
が
12
月
に
行
う
探
究
学
習
の

発
表
会
で
は
、
自
分
の
考
え
や
活
動
内
容

を
生
き
生
き
と
話
す
生
徒
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。普
段
の
授
業
で
、『
探
究
す
る
力
』

や
『
継
続
す
る
力
』
な
ど
を
生
徒
が
意
識

し
て
学
ん
で
き
た
成
果
で
あ
り
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
三
浦
先
生
）

　「
６
つ
の
資
質
・
能
力
を
日
々
の
授
業

で
育
ん
で
き
た
こ
と
が
結
果
的
に
、
23
年

度
大
学
入
試
に
お
け
る
総
合
型
選
抜
や
学

校
推
薦
型
選
抜
で
の
国
公
立
大
学
合
格
者

数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
」（
横
田
先
生
）

　
向
井
佳
子
校
長
は
、
今
後
の
目
指
す
方

向
性
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
の
生
徒
の
進
路
は
多
様
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
道
に
進
む
に
し
て
も
、
自

分
で
自
分
の
人
生
を
切
り
拓
き
、
充
実
し

た
も
の
に
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
が
教
育

目
標
で
す
。
そ
し
て
先
生
方
が
こ
れ
か
ら

も
、『
自
分
で
考
え
、自
分
の
意
見
を
持
ち
、

自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る
』
生
徒
の
育
成

の
た
め
に
積
極
的
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を

提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
と

観
点
別
評
価
の
整
合
性
を
図
る

指導変革の軌跡 徳島県立名西高校

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
を
通
じ
て

評
価
基
準
の
改
善
を
模
索

右端の「観点」は 2023 年度につけ加えた。「１：知識・技能」、「２：思考・判断・表現」、「３：主体的に学
習に取り組む態度」となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

「育成したい６つの資質・能力」のルーブリック　国語科の例
図２

重点的に育成したい資質・能力 レベル1（C) レベル4（S)

授業や学習の
場面や形態、
判断する方法等

観
点

目標達成度
３年生

１年生

設定の目安
教師の支援を受け
ながら、目標に向け
た習得に努める。

自ら課題を発見し
て、目標到達ができ
る。

継続する
力

基礎的な
言語能力
（語彙力）

基本的な語彙を身
につけようとしてい
る。漢字検定３級の
常用漢字を、文や文
章の中で読んだり、
書いたりすることが
できる。

言語に対して特徴的
な語句の量を増や
し、それらの文化的
背景について理解を
深めるとともに、語
彙を豊かにしてい
る。

漢字の読み書きがで
き、言葉の文化的背景
を理解している。（漢字
検定の受検、授業中の
漢字テストの成績）

1

探究する
力

言葉を通して
他者や社会に
かかわり、自己
と向き合う力

教師の支援を受け
ながら、人間、社会、
自然などに関する文
章の内容から興味の
あるものを見つけよ
うとする。

人間、社会、自然な
どに関する文章の内
容や解釈から、異
なる価値観と結びつ
けて新たな観点を持
ち、行動できる。

評論などを読み、自分
の考えをワークシート
に書いたり、発表でき
たりする。（関連する新
聞記事を選べる、図書
室で図書が選べる）

3

伝える
力

知識や技能を
使って，
何かを
生み出す力

教師の支援を受け
ながら，発表や文章
作成に努める。

論理的な発表原稿や
文章を作成し，異な
る意見を想定し，質
問に対して明確な根
拠で応答できる。

論理的に表現でき、質
疑応答に対応できる。
（授業内での発表、ポ
スターセッションの様
子、小論文の書きぶり
など）

2

※学校資料を基に編集部で作成。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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